











































蕉園文塾ノ土ヲ以テ自ラ居ラズ、徒ニ文華ニ驚セテ、賓行ヲ躍センコトヲ恐レ、両者ノ鐙衡ヲ保持センガ為ニ、傷然トシテ戒慎スル所アリタレドモ、嘗へパ高水ノ源ヲ開キ、群花ノ菅ヲ破ルガ知ク、天奥ノ騒才ハ、燦殺 ズシテハ巳マズ、龍文鳳章、織為繍出シテ、其短期ノ生渥ヲ修飾セリ。サレパ、之ヲ目シテ文華 土ト為スヲ得ズト雄、其巧麗ナル巨篇ト捷速ナル鴻裁トハ、天下ノ絶技トシテ、高世ニ誇示スルニ足ル者ナリ。蕉園ノ文技ハ、詩賦文章時ニ随ヒテ之ヲ出ス、皆可ナラザルナシト雄 古今濁歩ノ殊能トシテハ、賦才ヲ推サザル可カラズ。其絶世ノ妙技トシテ、天下ヲ驚倒セシムベク、庸才不可能ノ捷技ニシテ、人ヲシテ容易ニ信ヲ置ク能ハザラシムル者ハ 年二十六七ニシテ二夜ニ試ミタル一宵十賦、即雌轟篇二巻、所謂華不停綴、文不加貼者ナリ。頼山陽ガ蕉園 目シ 文妖ト為シシハ 亦一宵十賦成リタル日ニアリ。蓋山陽ノ才ヲ以テスト雄 亦之ヲ人間可能ノ事ト為サズシテ、度外ニ置キシナリ。一宵十賦ハ既ニ巻ヲ成シ、其制作ノ次第モ巻首ニ詳記セラレタレパ 本書ニ開スル事ハ一切此 賛セズ。但 自筆ノ本書一一ハ三村昆山 序アリ 停篤本多ク之ヲ載セザレパ 今左ニ之ヲ録ス。
















蕉園ノ手記ニ雌議自為ト題シタル黄色薄葉紙ノ一小冊子 リ、此ノ中ニハ、二十四歳以後、十八九年間 自修スベキ書目 著作スベキ調賦文章ヲ龍定シテ、没後数年ニ及ベリ、巻ヲ掩ヒテ賠然タラザル 涛ズ。
橡定ノ課業








































































































































































































































































































蕉園ノ容貌ハ肖像/停 レルモノナケレパ、知ルヨシモナケレド、風貌ノ雅美ナ シコト丈ハ聞キ及ベ 。前室淡輪氏モ亦容色佳麗ナ シ故、双美並ビ坐セルヲ見レパ、雛人形ノ如ク キト云フ。
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咳之妙薬南天燭之葉を・・・能古り布切匁て包ミ絞り汁をとり咳の起し時一二点呑候へハ忽収まるよし・・圃時・・一点唇ニ入者胸踊忽開き直ニ収まる事妙也。嘗圃何贋経験之方之よし承り候。尤病固とより不同可有之一概 ハ申かたる 候 ども功ハ奈くとて何も害の無事故一度 試 も可然。点燭ハ堂庭然も沢山然有之候。何時匁ても遣し可 僑居之庭匁 可有 とも被察 。以上。
• • 
コノ外椴楳ヲ戒ムル事、過食ヲ戒ムル事ナドアリ、注意極メテ周到ナリ






句 ， .n i  
蕉圏病気中ハ重ニ京師ニ日ヲ送リタレトモ、大阪ノ方モ家計不知意ナリシ故、兎角宿費ニモ菓債ニモサシツカユル有様ナリシカパ、自然多日間ノ保養ハ困難ナリシニヨリ、精軽快 及ピタル頃、一且ハ踊阪シタル者ト見ユ。此等ニ関スル竹山蕉園ノ書簡ノ一二。





不排と今日手答へ致し苦々敷候。尚又大倹より外ハ手段無之候。夫故客舎中登ま里績き可年候。今便先銀五両登し申候。重九之日収納之分かき阿つめ此口を先塞き申し候。月末又々ニ之歩登せ候。口昨日ロ岳口工面出来不申候へとも其内集り候分も可有之候。追市之工面と存候。九月末日十月中輯阪との御工面之由致承知候。負意を以熟相考候所何分気力もよく保養之甲斐 少し見候事然有之上ハ九月中之輯阪と御決し可然候。第一ニ其御地之舎計右之知く、又此地之曾計も如此匁候へハ、所詮長々之籍城ハ矢穏 不申 口口口口も者やナルベシ一日も早く上・申候位ニ存候。然者時候も宜布事ゆへ迫之事匁今暫ハ逗留も可宜 来月之中旬盤又紅葉時分伝もなり可申候。行楽之為匁ハ可然事匁て候へとも中々用脚行足不申候。首暮之大苦悩
- m
なり可申候。又寒気も徐程強く相成可申候。録り長留守故近頃ハ諸人も彼是怪ミ尋ね申候。我等事随分気
力能罷在候故瞳分勤まり候へとも何分大老之事故次第匁口マ口口「哉。日々殊外せ王しく一向ニ多紛大朱困り申候。日夜ば多ノ¥致所留飲匁も障り申候。御帰宅保て侯ハ¥大伝助り可申候。右之通リハ申進 物之何 其地之様子次第匁天何分外へハ十月霜月迄も逗留之様子披露致し被置候て急侯用事を祷 引取被申候方可 候。尤下向候ハ、直伝老父登り可申と御沙汰可有之候。其上匁天我等登り不登盤追而極め可申候。何分先社中継合 妙計不申様焦被仰置可然比事 而虚談匁て盤無之候。何分冬中一度ハ登り可申候。是徒るぎの為伝て候と此事の内候工面致し置候。老婆ゃく匁立不申雨奴之内そへ登し度目廿一一一日よりと 事も承 候。誕奴ハ文々大痴之
FF
徐匁て訳も奈き事仕出し候故一昨日晦遣し申候。

























































































































































ニ す - 戻 壱 人
塾生供

























































































































































明和三年丙戊仲冬、履軒年三十五ニシテ、中納言高辻胤 卿ノ招鴨ニ臆ジテ京洛ニ入リ、菅公邸内ニ寄寓シ 居ルコト期年ニシテ大阪ニ版レリ、高辻菅公ガ履軒ヲ客分トシテ招鴨セシハ、皐轟顧問ノ為 テ、別ニ事由ナカルベシト思ハル 京都建皐ノ事ニ付キテ意見ヲ徴 ラレ 建撃私議ヲ上リタルコトハ、竹山ニ属スレパ、履軒京瀞ノ事トハ関係ナシ、履軒小乗ト題スル手記中ニハ北遊行李ノ目ヲ載セタリ、其多キコト驚クベシ、朱竹柁ガ毎瀞必鰹史百家ヲ秦載シタリト云フニ類セリ、左ノ如シ、
北遊行李長極ニ撞衣笥一隻明和三年仲冬






履軒ガ京師ヨリ大阪ニ帰リテ後ハ、復懐徳堂ニ入ラズシテ、別ニ雌ヲ下シテ教授スルコト¥ナリ、先長堀ニ家宅ヲ賃蹴シテ一家ヲ成シタリシガ、其後諸慮ニ時居シ、最後ニ和泉町ニ移リシコト、上述ノ知シ、其詳ナルコトハ重建水哉館意見ニ載セタ 履軒ガ始終借屋住居セシコトハ、天柴楼記ニ 幽人蓋無地起楼肇也 乃棲斯棲也、鳩之鵠云、ト言ヒ、其題画詩ニ、悲哉秋一幅、如聞薄暮撃、誰是鶏居者 乃知鶏之情、ト言へルニヨリテ知ルベシ、履軒別居ノ事ニ付キテハ、嘗時ハ浪人ニテ居宅ヲ構フルコトヲ許サレザル制規ナリシ故、龍野藩ノ同姓伯元ヨリ願出、村尾庄左衛門大森八太夫二名ノ執成ヲ以テ表向脇坂家御家来分トセラルル事ト為リタリ、其書類左ノ如シ、
口上之義






















余壮歳、有逢原之著、既而多所増加改定、塗抹重複、至不可讃、乃細書案在本鰹上頭、故更命以離題、爾後三十年、増加塗抹益甚、上頭逼促不可書、則行間下祉 無所齢、横行倒潟、尋競接績、非復他人能讃者、撃者或請観鷲、弗能臆、於是乎有離題之客、別行、唯客也 故其説不備、乃欲別写一通詳備之、又畏其繁浩、差奮書所纂、宋明諸家、皆存其氏幌 故大醇小疲者、不涛施雌黄、則不得弗又就論其長短而折中、是以不堪其冗 己未之冬、剛詩終業、乃一曾率、為一家之言、是趣簡便之術、 掩人之美、亦唯集停之遺則夫 非吾所肇 若欲求本説氏競者、離題詳 存駕、書成、遂復蕎名、嵯余行年七十 書且及鷲 是後恐無所増加也、亦己失比編据文公集停、而取舎駕 故録其呉、而不邸中其問、讃者参考乃可





今七経逢原ヲ蔵メタル春慶塗軍配圏扇形取手附ノ諸橿ハ履軒ノ遺物ニテ、元ハ裏ニ〔偲山番武怒通〕ト題シタル紙片ヲ貼附シ リシガ、柚園別ニ紙 包ミテ先君子 原笈蓋書ト題シタリ、逢原ノミノ函ニシテ 徐ニ大キ過グ ヤウナレパ 外ノ著書ヲモ納レオキ 者ナルベケレド、柚園ノ手書ニ基ヅキ、且ハ逢原ヲ敬重シテ、逢原ノミヲ納ムルコト¥為シタリ、偲山番 即カサンホン 人ニ借サヌ本 意ト書ヲ名山ニ蔵ス 時ノカリノ番トノ意ヲ兼ネタルナリ、武怒通ノ義ハ久シク解稗スルヲ涛ザリシガ 遂ニ左 如ク讃ムヲ得タリ、即武ト怒ト相通ズト云フコトニテ、借サンハ借サヌト同ジトノ意ナリ、
O
経書以外ノ雌題
履軒書ヲ讃ムニ眼紙背ニ透ル、凡ソ手津ノ存スル巻冊ニハ、筆遮ヲ留メザルハナシ、嘗テ言ヘ アリ、「書ヲ繕キテ葦 執ラザレパ意到ラズ」ト、此レ上頭ニ書入ヲ為シ、或 訓賠ヲ訂正スルヲ言フナリ、経書以外ノ諸書ニシテ 最多ク葦 加へテ、古人ノ註解 改革刷定シタル者ハ、歴史 テハ史記、漢書、後漢書、園語、戦国策、諸子ニテハ老子、荘子ナリ、之ニ次ギテハ三闘志、瓦白書、小撃、楚辞、古文前後集、世説新語補、天経或間等 リ 此等皆欄外ニ細 シタル者ニテ、即離題ナリ、履軒自身ニハ、経書ノ外 離題ノ称ヲ用井ザリシガ 後人ハ此等ニモ雌 ノ名ヲ附 テ 史記離題、漢書離題ナド称 ニ至レリ、諸書中 史記ニハ尤モ多クカ 生涯 二十八回通讃シテ、手 入レタリ 聞ケリ、書中太史公ノ手筆ト認メザル者 、日者列停ノ外 壷ク之ヲ捌リ、集メテ二巻ト為シ、之ヲ史記削柿ト題シタリ、其讃史ノ見識ハ 人格ト境遇トヲ掛酌シテ 其人一代行状ヲ批判スルヲ旨ト為シ、天下高衆ニ責ムルニ聖人君子ノ道ヲ以テスルガ如キ腐儒ノ阻見ヲ排斥セリ 記ヨリ一例ヲ奉グ パ左ノ知シ
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准陰侯列停雌題
議者皆以三代王者之正道縄高帝以忠臣義士之行責韓信、故其論若可聴 而往々失事情、其失在擬人失倫也 今請因其時 就其人 而論之 蓋韓信無行之夫、非以忠信節義事君者、特懐雄才 園功名富貴而巳、高帝之寵用之、亦以 也巳、非有取於行義也 故韓信建功顕名、以取富貴 可也 不嘗聾賞愛力、有所糞望失、信之王替、要 也、大罪一 信之王楚、亦要君也 大罪二 信有是二罪 欲使高帝不猪疑念恨、而得乎、欲使人保其無叛乱之心、而得乎雲夢之役、信賞無罪也、然謹告之見信也、信有以自誰駕 非特高疑之 良平粛相、亦皆疑之、謹告駕得不見信哉 雄然以謹告械繋功臣、高帝之罪 帝
之一罪与信之二罪、正相嘗、是之謂清帳失、雄廃而不死、猶不失侯爵、則韓信可調取蔵品矢、議者以此陵高帝、過失、若夫後来斬准陰、是目后与鄭侯之失失、高帝之事、
刺客列停雌題楊維横田余讃抽出稼傍云云
刺客可刺客而論其高下也、何物療漢、援仁人作論哉、憶知楊維槙、生 無以著於後世者、亦耳府政之所娘、諸子ヲ解クニハ其幽謬 遠ノ言ニ肱惑セラレズシテ、直ニ立論ノ根抵ヲ看破シ、其佳慮ヲ賞讃スル除、之ヲ聖賢ノ圏中ニ投ゼザルヲ本旨ト為セリ、其一例 、
荘子融題
讃荘子、唯以荘子解之可也、切不嘗引論孟作据駕、後拳愛荘子者、往々欲推之納於孔孟域中、故不免於牽強之過也、殊不知大本殊異者、枝葉雄有相肖者、寛不得合為岡本也、他並微此、遺遁遊無涯而寅無定見、只在依稀之問、故 言也暮糊、雄欲明之 自有不能鷲、姑舎理之嘗否、視之老融制之毒妹、言々生根不可動駕、而可知失、讃者知是意、而後其書可解鷲、験慮不為其所肱、易慮不更深求駕 斯為善解荘子者、瞭千載其有一幽人、而知之、天地
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履軒ノ書モ亦懐徳堂風ヲ惇承セリ、少壮ノ書ハ竹山ト同ジク蘭洲ヲ撃ピタル者ニテ、延享五年戊辰正月ト裏書シタル蘭洲ノ真蹟モ家ニ存セリ、後ニハ黄山谷ヲ撃ピタル者ト見ユ、履軒遺臓ノ山谷帖 披ケパ 華法ノ由リテ来ル所、歴々トシテ見ルヲ涛ベシ、其淵源 等ニ過ギズト雄 別ニ自家ノ手法ヲ稜揮シテ、古今無比ノ書風ヲ得タリ、履軒ノ書 遺華ニ由リテ之ヲ按ズル一一 生涯 三饗セリ、即少壮時代ニハ清勤崎抜 シテ、蘭洲ノ風骨ヲ具へ、中年ニハ典雅幽腕ナル自家ノ手法ヲ防メ 老ユルニ及ピテハ瓢逸散海、飛ブガ如ク、舞フガ知キ妙ヲ得タリ、其礁法ノ放下スルコト、竹葉ノ低垂スルガ如キヲ以テ、之ヲ竹葉 ト称ス、漢ノ欝亭侯ノ竹書 アラズ、然レトモ相類セリ、晩年ノ書ハ其在世ノ ヨリ人争ヒテ愛玩セリ、履軒嘗テ人ニ語リテ日ク、五ロガ書ハ中年ノ作ヲ最ト為ス、老後眼昏クシテ、筆 用井ルコ 意ノ知クナラズ、故ニ自ラ今日 風ヲ成セリ、然ルヲ世人ガ後 ヲ喜ブコト前者ニ過グルハ何ゾヤト、
i
履軒在世中ニ 、年始五節句ノ回礼ニ用井タル「中井徳二」ト題シタル自華ノ名刺ハ、一枚七百文ニテ好事者ノ間ニ交換サレタリ 聞ケリ、又履軒ガ多ク字ヲ作ラザリシコトハ、竹山遣事中ニ載セタル如ク 光格天皇ガ高辻菅公ニ「履軒は書ヲカ¥ヌサウジヤナ」ト仰 ラレタ 停聞シテ「天子モサヤウニ御セラレタナラナラパ、尚々書キヤセン」ト云ヒタルニテモ知ルベシ、然ルニコ¥ニ履軒ノ書ヲ獲ルニ一ノ簡便法アリ、即履軒ノ許ニ出入スル集ニ入ノ按摩アリ、コノ按摩ニハ、気ノ向ヒタル時ハ書ヲカイテ奥へタル故、人往々按摩 介シ 獲タリ 云フ、履軒ハ事柄ニヨ テハ筆マメナリキ、家蔵ニ雇女請人ノ代筆ヲナシタル謹書一通アリ、宗家ノ遺物中ニハ之ト同時 請人ニ遣シタル手簡アリ 、其中 是ニテワルケレパ何度ニテモ書直シテヤルトノ意ヲ認メタリ、
右名刺ト按摩トノ二件ハ他ヨリ停聞シタル話ナリ、

















履軒又遼巡碑ヲ善クス、水哉館遺物中ニアル緩歩帖裏陽帖二本及び遼巡竹碑ノ掛軸ハ、共ニ其手製ニ'係ル、緩歩褒陽二帖ハ高年ノ遺墨ヲ集メタル者ニシテ、早歳ノ業ナリ、遼巡竹碑ハ蘭洲ノ墨画ヲ寓シタル者ナリ、是ハ何年頃ニ成リタル者ニヤ、詳ナラズ、遼巡碑ハ履軒渇意ノ技ニシテ、一見唐刻ノ拓本ニ針スル思アリ、試ニ之ヲ人ニ示スニ、多クハ刻帖ト為ス、能ク其製法ヲ知ル者ナシ、此双鈎填墨 ハ相違ナシト雄 其高古絶妙ナル所ハ、別ニ濁技ノ存スル者アリシカ、今其停ヲ失ヘリ、聾巷蘭洲各政 リ、左ノ如シ
緩歩之帖、先師親蹟、散在諸家者、奥誠之之所轄収、次男積徳成探輯讐鈎、以筆填墨、被為摺本、比諸唐様打碑、亦不甚殊、巻末橋詠一首者、誠之弱冠時、命驚以自立、先生偶来、飲皐小酔、笑引机遺書帳、題詠以賜駕、自暴酷顔、和気可掬、語韻風牟、宛在耳目 屈指数之 賓四十年前事、人去而帳存、不堪懐恰之情、遂記授児云、賓暦突酉正月十八日
中井誠之謹書






諸名公法帖、粛来我邦者、宴繁有種、而多細書爾、特察恵公高安橋碑帖 結構宏澗、真可以為皐構書者程式 唯憾世不多有、観者蓋鮮失、社中諸友、乃相議、出資買板材、中井氏昆季、純明執剤側 友生佐者亦有鷲、其刻及打法、皆働漢人、視諸原帖、竃董不爽云、日本賓暦甲戊中元
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玉井純禎識
履軒ノ遺草中ぞ後漢ノ張衡ノ法ニ倣ヒテ自縛輪ヲ稜明シタル事ヲ録シタル一篇アリ、塗抹縦横、真 反故ニ過ギズト雄、事甚奇ナルニヨリテ、左ニ其大要ヲ記ス、昔後漢ノ張衡ハ、巧思アリテ、揮儀等ノ諸器ヲ製シ、又自縛輪ヲ作 タルコトアリ 讃史家 之ヲ不成功ノ事ト為シテ信ゼザレトモ、濁履軒ハ必成功スベキ者ト為シテ、之ヲ友人ニ謀リタルニ、畳束ナキコ ¥為シテ、容易ニ信ヲ置カズシテ日ク、工湖ハ賎人ナレトモ、機巧天下ニ冠タル者ナリ、然レドモ嘗テ云ヘリ、天下ノ奇巧ニ成スベカラザル者三アリ、自縛輪ハ其一ナリ 我ガ祖嘗テ張衡ニ倣ヒテ之ヲ造ランコ ヲ志シ、撲ヲ劃リテ寝室ニ置キ 深夜思ヲ積ミ、時ニ工ヲ施シタトモ、成ラズシテ死シ、子孫其遺命ヲ瞬、キ ニ至ルマデ功 躍セザレトモ、寛ニ成ラズト 其難キコト知ルベシト云ヘリ、然レトモ履軒尚其説ニ服セズ、沈思細考 数撲ヲ易へ、二十載ヲ積ミ 始メテ之 作制スル 得タ 張子平ノ後二千有齢載、妙技

















又聞ク、履軒ノ机上ニハ常ニ備前徳利ヲ置キタリト、蓋書ヲ讃ミ、興到レパ、時ニ随ヒテ飲ミタルナルベシ、姓名ヲ審ニセザレトモ、西園連ノ某氏ガ厳寒ノ頃履軒ヲ訪ヒタルコトアリ、黒紹ノ羽織ヲ衣テ、塊ヅル色ナカリシカパ、辞シ去リテ後、履軒之ヲ嘆賞シ、彼ハ寒中ニ紹ノ羽織ヲ衣タリト心付キタル丈、吾 彼ニ及パザル所ナリ 云ヘリ、来撃者ノ中ニ激怒 字義 幾度聞キテモ忘ル 者アリシガ、履軒一法ヲ考ヘテ 或日来リテ業ヲ受クル時、之ニ向ヒテ、机上ノ文房具ノ一物何ヲ指シタルカハ知ラズガ紛失シテ、捜索スレトモ見嘗ラズ、若シ汝ガ携へ帰リシニアラズヤト思フガ如何、ト云ヒタレパ、其人悌然ト テ怒ヲ発シタレパ、履軒之ヲ見テソレガ激怒ジヤ/¥ト教へタルニ、其人後ニ人ニ語 テ、彼ノ時ハ履軒先生ヲナグリ付ケヤウカト思フ位腹ガ立チタリ 云ヒタリ、履軒一日骨董蝶ヲ過ギテ、一 錆ヲ購ヒ来 机上ニ置キテ愛玩セシ 、一門生激賞シ 、羨望ノ色アリシカパ、履軒鐸ヲ携ヘテ骨董臨時ニ就キテ目、此ノ品ヲ希望スル者アリ、若シ来ラパ 前ノ慣ヲ以テ之ヲ貰 ベシト、乃債ヲ取ラズシテ去リ、門生ニハ彼 骨董慰ニ就キテ買フベキ由ヲ告ゲ 近世先哲叢談ニモ此ノ話ヲ載セタレトモ、誤レリ、椴使後ニ四方銀ヲ骨董嬉ニ奥ヘタリトストモ、席上物品ノ責寅ヲ為 、殊ニ倍償ヲ以テ之ヲ賓ルガ知キコトハ、断ジテ為サザリシナ或人江戸ニ下向スルニ付、履軒ノ許ニ来リテ、用事 有無ヲ間ヒタレパ、履軒之ニ菩ヘテ、「江戸ニ往キタラパ、尾藤ニ逢ウテ、皐問ハ八十歳ヨリ進ム者デアル、ト臼フテ呉レ、」ト言侍テタリト云フ柴野栗山ガ東瀞修撃後ノ事ナルベシ、久々 履軒ヲ訪問シテ、撃問ノ話ヲ為サン 思ヒテ 面舎ヲ求メタルニ 履軒之ヲ見テ、「久敷逢 ナカツタガ大相大キクナラレタナ」(大キクナラレタトハ少シ受ケ取レズ、大相立派ニナラ ナトデモ云ヒ ルニアラズヤ、又聞ク 此ノ節ハ江戸デハ米債 ドノ位デアルト問ヒタリ カ、イヅレニヤ確ナラズ )ト言ヒ出デタ パ 意気消耗シテ ロ 開ク能ハザ キ、頼春水ガ襲州侯ヨリ編年園史編纂ノ命ヲ蒙リ 重任勝ヘガタキコトヲ感ジ、大阪出立ノ際、履軒ヲ訪 助力 頼ミ ルニ 履軒 国史ノ編纂ハ大事業ナレパ、頗ル 金ヲ要ス、余ニ之ヲ委任セントナラパ、先ヅ日本全圏ノ名勝古蹟ヲ探尋スル費用ヲ給スベ ナド、賓行シガタキコトヲ並べ 常談半分ニ菩タ ド 春水ハ真面目ニテ 殊ニ殺船時刻ノ切迫シタルコト 泣カンパカリ 切願 サマ、中々ニ奇態ナ 由、之ヲ何人ノ華ニテカ頼ヲ雷ニ作リ、雷鳴 形容ヲ以テ面白ク書キタル一篇ヲ 早年ノ比 索、泉翁蔵書中ニ於テ見タルコトアリ
柚園手記ノ中ニ履軒遣事一二アリ、左ニ抄録ス、
政先考所書掩鼻亭後












余ガ少年ノ比ノ手記中ニ左ノ一項アリ 何ヨリ篤シタルモノニヤ、更ニ記憶セズ、寒泉翁ノ 授ノマ¥ヲ華記シタルニハアラズヤトモ思ハル 其侭ニ篤シ置ク、
陽明撃ノ説













































柚園名ハ環、字ハ君玉、柚園ハ其競ナリ、幼名ヲ菊麿ト臼フ、後菊二郎ト称シ、又雄右衛門ト改メタリ、履軒ノ第二子ニシテ、母ハ中村氏ナリ、中村氏ハ中村有則ノ妹ニシテ、履軒ノ後配トナ 故アリテ大腸セリ柚園 天保五年五月二十一日卒ス、一享年四十齢ト畳ユ、是モ確ナラズ履軒ノ没後ニモ、水哉館ノ授業ヲ繕績シテ 克ク家建ヲ墜サズ、人ト為リ温厚質直、遜譲ニ テ親愛アリ、因リテ私ニ誼シテ専直ト日ヘリ、柚園一代ニ於テ記スベキコトハ 水哉館ノ箕護ヲ績ギテ、家間学ヲ停承セシコトナリ 柚園ノ事ニ関シテハ 記録ナク惇説ナシト雄、其遺稿ヲ披閲セパ、深厚敦篤ナル文字ノ自ラ其性格ヲ語レル 見ルベシ 併シ遺稿ト云ヒテモ、編次シタル詩文集ノ知キ者アルニ ラズ、何事ニ拘ラズ見聞ノ偉ヲ書キ留メタル手記ノ慮々ニ、記事、遊記、送序 銘、賛等 散見スルニ過ギズ、余ハ何ノ日カ閑ヲ渇テ此等ヲ纂集スベ 、柚園ハ至リテ華マメナル人ナリシ故 人 詩歌 薬法 奇事異聞、其類ヲ捧パズシテ、数冊ノ手記中ニ採録セリ、著書トテ ナケレトモ、小撃ノ上頭ニ色別 以テ家説ヲ手窮 タル者アリ 即竹山ノ断ヲ青書シ 履軒ノ離題ヲ黒書シ、又自説ヲパ朱書シタリ、其外ニ左停雌題、古文真賓離題ヲ原本通ニ手寓シタル者アリ‘其遺書左 知シ
小撃家説色別首書二冊左停離題十五冊古文真賓 一冊柚園数記一冊雌伏見聞誌一冊紫蘭叢一冊小説類集一冊雑記大小玉冊文馬薦寓本三冊閑距絵筆
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一宵十賦
作文真訣
O
親友及門弟
柚圏ハ履軒門人佐藤無逸ト親善、其文化辛未ノ季春南聾ニ輯ルヤ、送ルニ序 薦ヲ以シ、葵酉三月再郷 帰ルヤ、送ニ擬風南望有梅六章ヲ以テセリ、柚園門下ニ不破文邦(詩ニ藤元直ト書スル者向シ)一人アルヲ知レリ、
O
柚園ノ妻子井ニ墓所
カ へ
柚園初大高氏名ハ登佐ヲ要リシガ、二十五歳ニシテ病没セリ、棚ハ西寺町幸念寺ニアリ、後岸田氏ヲ配ス、名ハ栢、桐園及ピ四女ヲ生ミタリ、柚園及ピ岸田氏ノ墓ハ誓願寺ニアリ、柚園ノ墓ニ 、門下ノ徒相謀リテ石ヲ立テタレトモ、短小ニシテ、履軒碑石ノ半ニモ及パズ、此ニ就キテ並河寒泉嘗テ余ニ語リテ臼ク、此レ拳徳履軒ニ比シテ差等アルコトヲ示シタル者ト思ハルレトモ、箇様ナ事ヲ為スハ宜シカラズ、之ヲ改造スルヲ可トスト、
(清真学園高等学校教諭)
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